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第
　
回
335

6
月
定
例
会

第
3
3
5
回
定
例
会
を
6
月
22
日

か
ら
7
月
2
日
ま
で
開
会
。
専
決
処

分
2
件
、
条
例
改
正
3
件
、
動
産
購

入
1
件
、
請
負
契
約
1
件
、
町
道
認

定
1
件
、
議
員
提
出
議
案
3
件
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
繰
越
計
算
書
な
ど
6

件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

「専決処分」
議会が成立しないときや議

会を招集する時間的余裕がな
いことが明らかであると認め
るときなどに、地方自治法の
規定により町長が議会に代わ
って議決すべき事件を処分す
ること。
この場合は、町長は次の議

会において報告し、承認を求
めなければならない。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

打
ち
切
り
の
調
査
と

改
善
の
た
め

政
府
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願

請
願
2
件
を
審
査

第
3
3
5
回
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査
中
の
2
件
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。

◎
請
願
者

兵
庫
県
保
険
医
協
会

北
阪
神
支
部

◎
付
託
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
結
果

本
会
議
で
「
不
採
択
」

（
賛
成
3
・
反
対
１３
・
欠
席
1
で

不
採
択
）

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減

計
画
を
中
止
す
る
た
め

政
府
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願

◎
請
願
者

兵
庫
県
保
険
医
協
会

北
阪
神
支
部

◎
付
託
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
結
果

本
会
議
で
「
不
採
択
」

（
賛
成
2
・
反
対
１４
・
欠
席
1
で

不
採
択
）

受
理
し
た
請
願

専
決
処
分

条
例
改
正

請
負
契
約

町
税
条
例
の一

部
改
正

（
賛
成
１４
・
反
対
３
で
承
認
）

都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

（
全
会
一
致
で
承
認
）

予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
設
置
条
例
の
　

一
部
改
正

結
核
予
防
法
の
廃
止
に
伴
い
、

関
係
条
文
を
変
更
す
る
た
め
条

例
を
改
正

消
防
団
員
等
の
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る

政
令
が
改
正
さ
れ
た
た
め
条
例

を
改
正

火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

関
連
法
令
等
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
条
項
に
変
更
が
生
じ
た
た

め
条
例
を
改
正

町
道
木
間
生
旭
ヶ
丘
線

（
１９
ー
1
工
区
）

道
路
改
良
工
事

契
約
金
額

6
5
1
0
万
円

履
行
期
間

着
工
　
19
年
6
月
27
日

完
成
　
20
年
3
月
21
日

（
全
会
一
致
で
可
決
）

4トン積 ごみ収集車
購入価格　819万円

（全会一致で可決）

政務調査費の収支報告書に、領収書等の添付を

義務付けるよう議会政務調査費の交付に関する条

例の一部を改正しました。

町議会では、これまでも自主的に領収書等の添

付を行っていましたが、条例化することで、政務

調査費の使途を一層透明化します。

また、昨年の地方自治法の一部改正等に伴い、

議会会議規則、議会委員会条例の一部を改正しま

した。

議員提出議案

政務調査費に領収書
添付を義務付け （

町
内
を
回
る
ご
み
収
集
車
）
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総 務 企 画�
6 月25日、委員会を開会。消防団

員等公務災害補償条例の一部改正に

ついてなど、付託 2議案を審査。

（いずれも全会一致で可決）

建 設 環 境 �
6
月
26
日
、委
員
会
を
開
会
。

付
託
議
案
を
審
査
。

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

つ
つ
じ
が
丘
地
内
及
び
若
葉

地
内
の
住
宅
開
発
に
伴
い
、
町

に
移
管
さ
れ
る
道
路
及
び
そ
の

他
の
生
活
道
路
に
つ
い
て
、
町

道
認
定
基
準
に
基
づ
き
路
線
の

認
定
を
行
う
も
の
。

審
査
に
先
立
ち
、
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。

Q

住
宅
開
発
地
の
町
道
認
定

は
ど
の
時
点
で
し
て
い
る
の
か
。

A

開
発
に
伴
う
町
道
認
定
に

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
に
規

定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
土
地
開

発
事
業
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、

開
発
が
済
め
ば
速
や
か
に
移
管

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
在
来

地
域
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会

の
要
望
を
町
道
路
審
査
会
に
諮

り
提
案
し
て
い
る
。

Q

開
発
地
で
の
移
管
は
い
つ

ご
ろ
す
る
の
か
。

A

法
手
続
の
な
か
で
完
了
検

査
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
手

続
き
が
済
ん
だ
時
点
で
あ
る
。

Q

町
道
の
総
延
長
は
。ま
た
、

県
な
ど
の
補
助
は
。

A

現
在
9
5
8
路
線
で
延
長

は
2
6
3
㎞
で
あ
る
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
道

路
譲
与
税
と
し
て
、
3
3
5
0

万
円
を
今
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
る
。
地
方
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
へ
の
算
入
に
つ
い

て
は
、
道
路
の
延
長
と
面
積
を

基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
て
い
る
。

Q

町
道
認
定
の
道
路
に
対
し

町
と
し
て
整
備
に
費
用
を
か
け

て
い
る
所
と
、
地
域
に
任
せ
る

所
が
あ
る
が
、
基
準
は
。

A

幹
線
等
の
路
線
は
不
特
定

多
数
が
利
用
す
る
の
で
、
町
で

維
持
管
理
を
し
て
い
る
。
生
活

道
路
は
、
地
域
の
協
力
を
得
て

い
る
。

Q

用
地
の
整
理
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

A

道
路
と
し
て
使
用
す
る
た

め
、
用
地
を
す
で
に
取
得
し
て

い
る
も
の
、
計
画
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
、
道
路
認
定
基
準
を

満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば

認
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

上
下
水
道
事
業
経
営
健
全
化

対
策
に
つ
い
て
調
査

笹
尾
浄
水
場
を
現
地
視
察
。

中央管理所監視室（笹尾）

路
線
の
説
明
を
受
け
る
委
員
（
つ
つ
じ
が
丘
）

開
発
地
内
道
路
の

開
発
地
内
道
路
の�

　
　
　
　
町
へ
の
移
管
時
期
は

　
　
　
　
町
へ
の
移
管
時
期
は�

開
発
地
内
道
路
の�

　
　
　
　
町
へ
の
移
管
時
期
は�
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文 教 厚 生 �

結核予防法の�
　　　廃止に伴う改正�
結核予防法の�
　　　廃止に伴う改正�

7
月
1
日�

　
　
日
曜
議
会
を
開
会

　
　
日
曜
議
会
を
開
会�

7
月
1
日�

　
　
日
曜
議
会
を
開
会�

6
月
27
日
、委
員
会
を
開
会
。

付
託
1
議
案
と
請
願
2
件
を
審

査
。

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

Q

結
核
予
防
法
が
１９
年
３
月

３１
日
に
廃
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

対
応
と
し
て
専
決
な
ど
の
手
立

て
も
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
問

題
は
な
い
の
か
。

A

改
正
の
趣
旨
は
、
根
拠
と

な
る
法
令
が
な
く
な
っ
た
の
で

は
な
く
、
そ
の
精
神
は
い
き
て

い
る
。
条
項
の
整
理
を
し
て
お

く
の
が
望
ま
し
い
が
、
直
接
的

に
影
響
は
な
い
た
め
、
今
回
の

改
正
案
と
し
た
。

Q

委
員
の
構
成
が
医
師
会
医

師
３
人
と
別
に
専
門
医
２
名
が

分
け
て
あ
る
が
、
別
に
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

A

結
核
予
防
法
が
廃
止
と
な

っ
た
が
、
予
防
接
種
後
の
被
害

調
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
被

害
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
み
ら

れ
る
医
師
で
あ
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
打
ち

切
り
の
調
査
と
改
善
の
た
め

政
府
へ
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て

（
賛
成
1
・
反
対
4
で
不
採
択
）

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計

画
を
中
止
す
る
た
め
政
府
へ

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て

（
賛
成
1
・
反
対
4
で
不
採
択
）

平
日
は
通
学
や
仕
事
な
ど
で
傍
聴

に
来
ら
れ
な
い
人
な
ど
、
よ
り
多
く

の
人
に
議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
7
月
1
日
に
「
日
曜
議
会
」

を
開
会
し
ま
し
た
。

6
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
21

人
の
方
が
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
8
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
身
近
な
課
題
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
６
〜
１０
ペ
ー
ジ
）

議
会
で
は
、
身
近
な
問
題

等
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

傍
聴
の
手
続
き
は
簡
単
で
、

当
日
、
事
務
局
で
受
付
簿
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
い

た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま

す
。

（
本
会
議
20
名
、
委
員
会
10
名

ま
で
）

議会事務局で受付をする傍聴者

あなたも議会・委員会を
傍聴しませんか



8人が町の考えを問う
定例会第2日（7月1日）に8人の議員が町政全般に
わたって質問しました。
質問（Ｑ）と答弁（Ａ）の要旨を掲載しています。
質問項目は下記のとおりです。

時 巖 議員
・改正介護保険法小規模多機能型居宅サービスにつ
いて
・個人情報の保護について
・長期欠席児童・生徒の現状と対応について

福井昌司 議員
・ふるさと再生について問う

福田長治 議員
・新名神高速道路に伴うまちづくりについて

池上哲男 議員
・乳幼児医療費町独自助成の充実を
・資源ゴミ集団回収団体への報償金は引き下げるべ
きではない
・木間生旭ヶ丘線に関連する県道拡幅は県の仕事、
町費を出すべきではない

新賀　保 議員
・「リサイクルネット」の構築を！
・住民の心をつなぐ“ふれあいうどん”

尾川悦子 議員
・人材育成と活用システムについて
・つつじが丘地区内大型複合施設建設に係る課題に
ついて

南　初男 議員
・安全、安心で勢いのある町を

福井澄榮 議員
・大型スーパーで納税や住民票が取れるように
・各学校の図書室の充実を
・役場 3階を全面禁煙に
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問
　
我
が
町
再
生
の
道
標
は
。

総
務
部
長

投
資
的
事
業
で
あ

る
ハ
ー
ド
整
備
は
概
ね
完
了
し

た
。
今
後
は
ソ
フ
ト
事
業
を
中

心
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

地
方
分
権
改
革
推
進
法
に
よ

り
中
央
か
ら
地
方
へ
権
限
が
移

る
中
、
行
政
主
導
か
ら
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
22
年
度
策
定
の
第
五

次
総
合
計
画
で
道
標
を
示
す
。

問
　
都
市
計
画
的
見
地
か
ら
の

考
察
は
。

建
設
部
長

土
地
利
用
計
画
と

人
口
フ
レ
ー
ム
は
表
裏
一
体
で
、

集
合
住
宅
か
ら
戸
建
住
宅
へ
の

傾
向
が
あ
る
中
、
用
途
地
域
等

都
市
計
画
の
見
直
し
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
第
五
次
総
合
計

画
、
そ
の
他
の
基
本
計
画
の
整

合
を
図
り
軌
道
修
正
し
て
い
く
。

問
　
農
林
業
の
再
生
は
。

建
設
部
長

道
の
駅
い
な
が
わ

を
核
と
し
て
地
産
地
消
を
図
り
、

需
要
拡
大
と
生
産
性
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

経
営
所
得
安
定
策
で
、
地
元

産
農
産
物
の
特
徴
を
活
か
し
た

栽
培
や
小
規
模
農
家
の
振
興
を

図
る
と
共
に
、
団
塊
世
代
の
新

た
な
農
林
業
の
担
い
手
と
し
て

の
育
成
等
、
地
域
農
業
を
支
援

活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

――第124号 平成19年（2007年）8月9日―⑦

Ｑ
ふ
る
さ
と
再
生
の
道
標
は

Ａ
第
五
次
総
合
計
画
で
明
ら
か
に
し
て
い
く

福井　昌司議員

第四次総合計画後期基本計画

問
　
長
期
景
気
回
復
が
言
わ
れ

て
い
る
が
国
民
の
多
く
は
そ
れ

を
実
感
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
行

わ
れ
た
診
療
報
酬
の
改
定
・
医

療
制
度
改
革
・
介
護
報
酬
・
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
が
医
療

難
民
・
介
護
難
民
を
生
み
出
し
、

加
え
て
高
齢
者
の
生
活
の
基
軸

で
あ
る
年
金
問
題
、
介
護
問
題

が
多
大
の
混
乱
を
ひ
き
起
し
、

と
り
わ
け
高
齢
者
に
と
っ
て
は

大
き
な
不
安
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
見
直
し
で

新
し
く
加
え
ら
れ
た
「
地
域
密

着
型
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
」
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

生
活
部
長

今
回
の
介
護
保
険

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
地

域
密
着
型
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
住
み
つ
づ
け
る
こ

と
を
支
援
す
る
た
め
に
、
そ
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
す
で
に
設
置
し
て
い
る
運

営
委
員
会
に
お
い
て
、
町
独
自

の
基
準
を
定
め
、
協
議
を
進
め

て
い
る
。結
論
を
得
た
段
階
で
、

速
や
か
に
公
募
、
指
定
申
請
の

受
付
を
行
っ
て
い
く
。

時P 巖議員

Ｑ 地域密着型小規模多機能型居宅介護は
Ａ 町独自の基準を定め公募指定を行う

介護保険サービスのしくみ



ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

問
　
第
二
名
神
自
動
車
道
路
と

言
っ
て
い
た
が
名
称
が
変
わ
っ

た
の
か
。

建
設
部
長

19
年
4
月
に
西
日

本
高
速
道
路
よ
り
「
新
名
神
高

速
自
動
車
道
路
」
と
変
更
す
る

と
連
絡
が
あ
っ
た
。

問
　
今
の
状
況
で
は
、
い
つ
頃

完
成
す
る
の
か
。

建
設
部
長

予
定
で
は
30
年
頃

で
あ
る
。

問
　
こ
の
道
路
は
本
町
を
大
き

く
変
革
す
る
と
思
う
が
、
通
過

地
域
の
犠
牲
の
う
え
に
成
り
立

つ
事
業
で
あ
る
。

本
町
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う

描
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長

町
に
と
っ
て
は
イ

ン
タ
ー
に
近
く
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
が
り
、
多
面
的
土
地
利

用
の
起
爆
剤
に
な
る
。

総
務
部
長

ア
ク
セ
ス
道
路
等

の
整
備
が
進
む
と
優
良
企
業
の

誘
致
や
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
発

展
な
ど
、夢
や
期
待
が
も
て
る
。

問
　
今
後
は
沿
道
サ
ー
ビ
ス
の

店
舗
が
増
加
し
て
い
く
と
思
わ

れ
る
が
農
地
と
の
競
合
は
。

建
設
部
長

沿
道
サ
ー
ビ
ス
の

増
加
は
地
域
活
性
化
の
要
因
と

受
け
と
め
て
い
る
。
今
後
も
適

切
な
誘
導
並
び
に
指
導
に
努
め

て
い
く
。

建設予定地に立つ看板（広根地内）

福田　長治議員

Ｑ 新名神高速道路に伴うまちづくりは
Ａ 未来のまちづくりに夢と利便性の向上

問
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
、
県
下
で
い
く
つ
か
の
自

治
体
は
県
の
基
準
以
上
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
所

得
制
限
の
撤
廃
・
３
歳
未
満
は

無
料
と
し
て
い
る
が
、
少
子
化

の
中
、
中
学
卒
業
ま
で
な
ど
、

更
な
る
拡
充
を
す
べ
き
。

生
活
部
長

4
市
2
町
は
県
の

制
度
通
り
。
そ
の
他
の
市
町
で

は
独
自
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

県
に
対
し
て
も
更
な
る
拡
充
を

要
望
し
て
い
く
。

問
　
資
源
ご
み
集
団
回
収
報
償

金
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
各
団
体
の
大
き

な
財
源
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

こ
れ
ら
の
団
体
の
努
力
が
あ
る

か
ら
住
民
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
協

力
し
て
お
り
、
こ
の
５
年
・
１０

年
の
積
み
重
ね
が
他
市
町
に
誇

れ
る
完
成
度
の
高
い
本
町
の
分

別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
築
い
て
い

る
。
こ
の
関
係
は
崩
れ
る
の
は

早
い
。
報
償
金
を
下
げ
る
べ
き

で
な
い
。

生
活
部
長

行
政
が
行
う
回
収

量
の
3
倍
を
集
団
回
収
で
行
っ

て
い
る
が
、
ア
ル
ミ
缶
や
古
紙

の
商
品
価
値
が
出
て
き
て
い
る
。

他
市
町
も
順
次
引
き
下
げ
て
い

る
中
、
現
行
の
金
額
が
良
い
の

か
検
討
す
る
時
期
が
き
て
お
り
、

来
年
度
に
向
け
方
向
付
け
を
行

い
た
い
。

第124号 平成19年（2007年）8月9日―― ⑧―

池上　哲男議員

Ｑ
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
更
な
る
拡
充
を

Ａ
県
に
対
し
て
も
更
な
る
拡
充
を
要
望
し
た
い

元気に部活動に励む中学生



問
　
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
住
民
に

対
す
る
効
果
的
な
普
及
啓
発
・

情
報
発
信
の
方
法
等
に
つ
い
て

よ
り
一
層
の
充
実
を
は
か
る
必

要
が
あ
る
。
２１
年
春
に
は
一
市

三
町
で
建
設
中
の
ご
み
処
理
施

設
が
完
成
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
も
併
設
さ
れ
る
が
、
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
本
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
住

民
が
簡
単
に
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

を
入
手
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
考
え
は
。

生
活
部
長

ネ
ッ
ト
上
の
市
場

を
設
け
る
と
い
う
考
え
方
で
、

行
政
が
取
り
組
む
の
も
効
果
が

大
き
い
と
思
う
が
、
一
市
三
町

で
広
域
的
に
、
よ
り
効
果
の
大

き
い
形
で
実
施
し
て
い
く
中
で

本
町
が
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
実
施
す
る
。

問
　
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
具
体
策
と
し
て
「
ふ

れ
あ
い
う
ど
ん
」
作
り
を
広
め

る
方
法
が
あ
る
と
思
う
が
。

総
務
部
長

地
域
担
当
職
員
が

中
心
と
な
り
、
各
小
学
校
区
ご

と
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
結

成
し
、
各
地
域
の
特
色
を
活
か

し
つ
つ
「
ふ
れ
あ
い
う
ど
ん
」

の
手
法
も
取
り
入
れ
な
が
ら
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

――第124号 平成19年（2007年）8月9日―⑨

新賀　保議員

Ｑ
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
構
築
を

Ａ
広
域
的
に
効
果
の
高
い
取
り
組
み
を
す
る

問
　
つ
つ
じ
が
丘
は
町
の
南
玄

関
に
あ
た
る
住
宅
地
で
あ
り
、

計
画
さ
れ
て
い
る
大
型
複
合
施

設
建
設
に
係
る
交
通
や
防
犯
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
町
全
体
に

関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。

交
通
渋
滞
を
考
え
「
つ
つ
じ

が
丘
」
バ
ス
停
に
停
車
帯
が
必

要
と
考
え
る
が
。

建
設
部
長

店
舗
等
の
影
響
か

ら
渋
滞
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
こ
れ
を
機
に
県
に
設
置

要
望
し
て
い
く
。

問
　
つ
つ
じ
が
丘
に
交
番
の
設

置
を
要
望
す
る
が
考
え
は
。

総
務
部
長

交
番
の
新
設
は
困

難
と
聞
い
て
い
る
が
、
再
度
、

川
西
警
察
に
要
望
し
て
い
く
。

問
　
町
は
今
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
課
や
「
生
き
が
い
づ
く
り

室
・
健
康
づ
く
り
室
」
な
ど
を

新
設
し
、
福
祉
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る

人
材
の
育
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
の
提
供
な
ど
、
住
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
は
。

総
務
部
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
情
報
は
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
お
り
、
住
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
関
し
て
的
確
に
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、

窓
口
の
統
一
に
つ
い
て
関
係
課

と
調
整
し
て
い
く
。

バス停留所　つつじが丘（日生方面行き）

尾川　悦子議員

Ｑ 「つつじが丘」バス停に停車帯の設置を
Ａ 複合施設建設を機に県に要望する

町のホームページ



ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

第124号 平成19年（2007年）8月9日―― ⑩―

問
　
安
全
、
安
心
で
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
猪
名
川

町
。
国
民
の
命
・
子
ど
も
の
未

来
の
安
全
・
暮
ら
し
の
安
心
・

経
済
と
平
和
へ
の
責
任
・
勢
い

の
あ
る
国
づ
く
り
を
公
明
党
は

め
ざ
し
て
い
る
。
命
を
守
る
責

任
の
中
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

全
国
配
備
推
進
に
対
し
、
県
及

び
町
の
対
応
は
。
死
亡
原
因
の

第
一
位
は
が
ん
で
、
男
女
と
も

二
、
三
人
に
一
人
が
か
か
り
、

国
民
病
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

日
本
は
が
ん
治
療
の
先
進
国
と

い
う
立
場
か
ら
の
情
報
収
集
、

提
供
体
制
は
。

生
活
部
長

消
防
防
災
ヘ
リ
は

県
で
1
機
、
神
戸
市
で
2
機
を

活
用
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
救
急

医
療
体
制
に
つ
な
が
る
の
で
県

に
働
き
か
け
る
。
が
ん
治
療
体

制
は
兵
庫
県
が
ん
対
策
推
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
異
常
気
象
に
よ
る
天
災
に

対
す
る
整
備
が
必
要
と
思
う
が

特
に
本
町
は
南
北
に
長
く
伝
達

等
の
対
応
は
。

総
務
部
長

柏
梨
田
・
笹
尾
・

島
の
3
カ
所
の
河
川
水
位
、
つ

つ
じ
が
丘
・
紫
合
・
槻
並
・
笹

尾
・
鎌
倉
の
5
カ
所
の
雨
量
の

気
象
情
報
を
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ

ッ
ト
に
よ
り
情
報
伝
達
を
行
っ

て
い
る
。

兵庫県の消防防災ヘリコプター

南　初男議員

Ｑ 安全、安心で勢いのある町を
Ａ 本町の役割を果たし積極的に取り組む

問
　
町
内
の
大
型
店
舗
に
納
税

や
住
民
票
が
正
月
を
除
い
て
年

中
無
休
で
取
り
扱
い
で
き
る
出

張
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
よ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
が
。

生
活
部
長

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。

問
　
各
学
校
の
図
書
室
の
充
実

を
。
国
か
ら
各
学
校
の
図
書
充

実
の
た
め
の
交
付
金
は
全
額
使

わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
図
書
室

の
天
井
、
壁
、
床
材
を
兵
庫
県

産
の
木
材
で
改
修
す
る
こ
と
で

大
島
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と

平
等
に
な
る
が
。

教
育
部
長

19
年
は
国
か
ら
の

5
4
0
万
円
よ
り
多
い
5
8
0

万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

図
書
室
改
修
は
計
画
的
に
取
り

組
む
。

問
　
役
場
３
階
も
全
面
禁
煙
に
。

町
内
全
公
共
施
設
は
禁
煙
の
は

ず
だ
が
庁
舎
３
階
で
喫
煙
し
て

い
る
議
員
が
い
る
。
子
ど
も
議

会
も
あ
り
禁
煙
に
す
る
べ
き
だ
。

全
国
で
火
災
原
因
の
第
２
位
が

タ
バ
コ
の
不
始
末
で
受
動
喫
煙

の
害
も
あ
る
が
ど
う
か
。

生
活
部
長

15
年
健
康
増
進
法

に
よ
り
施
設
の
管
理
者
に
対
し

て
喫
煙
の
正
し
い
あ
り
方
を
啓

発
し
て
い
る
。

福井　澄榮議員

Ｑ
大
型
店
舗
に
年
中
無
休
の
役
場
出
張
所
を

Ａ
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る

木の温もりを感じる図書室（大島小学校）
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5
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
県
町

議
会
議
長
会
総
会
に
お
い
て
、
永

年
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
、
特
別

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
に
初
当
選
以
来
、
住

民
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
の
整

備
等
、
町
政
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
町
議
会
議
長
、
議
会

運
営
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、
地

方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

山
口
　
昌
議
員

5
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
県
町

議
会
議
長
会
総
会
に
お
い
て
、
永

年
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
、
町
議

会
議
員
20
年
以
上
の
在
職
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
62
年
に
初
当
選
以
来
、
20

年
の
永
き
に
わ
た
る
在
職
功
労
者

と
し
て
、
そ
の
議
員
活
動
等
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

福
本
　
典
子
議
員

下
坊
　
辰
雄
議
員
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